
【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和2年6月6日

事　業　所　名

（ 220-0061

名

名

名

17 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

所　　在　　地

事 業 所 番 号

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム　シエル　西横浜

□ 小規模多機能型居宅介護

■

1470300615

定員　計

神奈川県横浜市西区久保町2-11
ラ・トゥール西横浜101・201

評 価 結 果
市町村受理日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

令和2年6月22日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

令和2年2月3日

Ⅴ アウトカム項目

事業所は相鉄線を利用し、始発の「横浜」から２駅目の「西横浜」駅下車徒歩７
分、国道１号線を越えて、道路から一歩入った商店街グリーンロード藤棚の一角に
有ります。７階建てのコンクリート造りのマンションの１階と２階部分にあるグ
ループホームです。
＜優れている点＞
医療法人伊純会が母体となり、運営・管理をしており、理事長は先代から受け継い
だ地域を大切にし、医療・介護の充実に力を注いでいます。日常のケアや緊急時に
おける２４時間対応はオンコールでしっかりサポートしています。ベテランの介護
福祉士など、資格のある常勤職員を配置しているため連携も良く、利用者の気持ち
を大切にしながら職員は馴染みの関係を保っています。「ご意見ノート」「生活記
録書」「連絡ノート」などを活用して職員全員で利用者の視点に立った 自立支援
を行っています。
＜工夫点＞
ボランティアは傾聴、体操、民謡の人たちが来訪しています。また、毎月保育園か
らの来訪もあり、園児たちとの触れ合いを大切にしています。毎月たくさんの行事
を行うだけではなく、家族へのフィードバックとして、行事の写真を送ることや、
手紙を同封し事業所の様子をわかりやすくすることで、家族との絆を大切にしてい
ます。

最寄り駅の西横浜駅より徒歩７分と近く面会や外出に便利です。
ホーム周辺には商店街があり散歩や買い物も気軽に出かけられます。
７階建ての１階、２階、屋上を占有施設としており屋上で外気欲を行っておりま
す。
職員には介護福祉士資格者が勤務年数も長いため、入居者様と馴染みの関係が築け
ております。
法人代表が２４時間オンコール対応しております。
近隣の保育園の誕生会に毎月参加し、秋には工作交流、冬にはお遊戯会の披露を施
設に園児を招いて交流を行っております。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

36 ～ 55Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

23 ～ 35

登録定員

ﾕﾆｯﾄ数

通い定員

宿泊定員

2019年度
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

○ 3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム　シエル　西横浜

 ユニット名 １階フロア

　Ⅴ　アウトカム項目
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グループホーム　シエル西横浜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

定期的に会議を行い、地域・ご家族・
ご本人を交えて情報交換や話し合いを
行っている。

町内会々長、民生委員、地域ケアプラ
ザ職員のほか、家族も参加していま
す。毎日の活動報告や身体拘束、事故
報告に向けた改善対策など報告し、率
直な意見交換をしています。事業所内
での出来事は地域に情報提供していま
す。

認定調査の機会等に担当者に利用者の
日常の様子やニーズを具体的に伝えて
いる。

地域ケアプラザ職員とは運営推進会議
に毎回出席していることから連携を
図っています。また、グループホーム
連絡会でも情報交換ができています。
ボランティアも不定期ですが、長年に
わたり傾聴ボランティアが利用者の話
し相手になっています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

町内の催しに参加したり保育園との交
流を行い、地域とのつながりを積極的
に求めた活動を行っている。

町内会主催の流しソーメン、ふれあい
大会に出席したり、商店街の催し物
や、へそ祭りなどの行事にも出席して
います。昨年の９月に地域で発生した
停電では、町内会々長とも連絡を取る
ことで情報共有しています。

職員は定期的に研修に参加し、情報交
換等を行い、得た内容はホームに持ち
帰り報告共有している。

運営理念を事務所に掲示し、日々確認
し、意識できるようにしている。

理念の確認は、勤務開始から切り替え
が出来る様タイムカード横と玄関に掲
示しています。利用者が出来る事を行
うことでの自信を持たせたり、職員や
他利用者との交流で笑顔につなげる穏
やかな毎日が送れるような支援をして
います。

株式会社フィールズ



グループホーム　シエル西横浜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

家族会等で要望等を言ってもらえるよ
う常に電話や手紙等で蜜に連絡を取り
話しやすい関係作りに努めている。

家族会を開催して悩みや要望を吸い上
げられるような機会を設けています。
いつでも意見を出しやすいように配慮
しています。散歩の時間を増やしてほ
しいという要望があり、外出の機会を
増やして日々の充実に取り組んでいま
す。

成年後見制度についての研修に参加し
活用できるよう支援している。

契約は管理者が行っているが、そこに
至るまでに入所判定等で職員に意見を
聞き、ホームとして出来ることをきち
んと家族や利用者に伝えてもらってい
る。

職員は研修に参加し、身体拘束しない
ケアを理解し、毎月のミーティングや
カンファレンスを行い、実践に取り組
んでいる。

マニュアルの整備と契約書において身
体拘束について明記し、身体拘束廃止
委員会の設置をしています。現在、日
中ではなく入眠時のみ、転倒防止のた
め２名の利用者が拘束状況と成ってい
ますが、ミーティングでは廃止の見直
しを検討しています。

研修やミーティングを通して、高齢者
虐待防止法を理解し遵守に向けた取り
組みを行っている。

株式会社フィールズ



グループホーム　シエル西横浜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

交換研修を行い、他施設の職員と交
流・情報交換する機会がある。

事前面談で本人の要望等を聞き、職員
は本人に受け入れられるような信頼関
係を築くよう対応している。

定期的にストレスチェックを行ってい
る。希望休や資格手当てがあり、向上
心を持って働ける環境がある。

外部の研修に参加する機会がある。新
しく入職した職員には共有のチェック
表を使用し、指導出来るようにしてい
る。

自由に意見を書けるノートがあり皆で
共有し、また毎月ミーティングを行い
職員が意見交換を行っている。

年１度の個別面談を必ず行う事と、月
１回の職員ミーティングでも話をする
ことで、検討や共有に努めています。
給与や今後のことも気軽に話が出来る
環境になっています。

株式会社フィールズ



グループホーム　シエル西横浜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

入所時は、ご本人が使用されていた家
具・衣類など好きなものを使用してい
ただく。知人・友人の訪問や電話の取
次ぎ等行っている。

馴染みの関係づくりは自由になってい
ます。外泊は家族対応で、外出、外食
は地域の馴染みの場所や店舗に訪れた
り、時には友人の来訪もあります。事
業所の周囲には商店街や公園があり、
買い物や散歩で馴染みを楽しむことも
あります。

コミュニケーションを図り信頼関係を
築いていくよう対応し、その方がどん
な生活暦でどのような人生を歩んでき
たのか傾聴し共感を示す。

毎月「日々のご様子」を郵送したり、
電話や訪問時には日常のご様子を報告
している。

事前面談等でご家族の要望を聞き、ど
のような対応が出来るか職員間で話し
合いを行っている。

ご本人やご家族の不安や心配事を理解
し、支援していけるようスタッフ間で
情報交換や意見交換を行い、対応でき
るようつとめている。
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グループホーム　シエル西横浜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

入所聞き取り時生活暦や生活環境につ
いて伺いまた、本人とコミュニケー
ションを図りケアの向上に努めてい
る。

一人ひとりの生活記録を毎日記入し、
全員で共有確認し、変化や気付き等は
申し送りとし、現状の把握に努めてい
る。

契約が終了しても、相談等あれば柔軟
に対応しこれまでの関係性を大切にし
ている。

言葉や口調、表情等から、その人の真
意を推測できるよう日ごろからコミュ
ニケーションを図り、その人の意向や
思いを尊重できるよう努めている。

利用者の日々の変化について、アセス
メント追加情報は、職員が記載してい
る「連絡ノート」「ご意見ノート」を
活用し、共有しています。入居時など
は職員が中心になって情報を集め、情
報発信することで正しく把握した内容
で支援をしています。

気軽に話せるような席の配置や職員も
交えての会話等で利用者同士の交流が
深まるよう支援している。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

ホームDr以外でもご家族・本人の希望
のHPを受診していただいている。

事業所の協力医に切り替える、入居前
からのかかりつけ医を継続するなど柔
軟に対応しています。通院は基本は家
族に依頼しています。その際は、利用
者の状況の情報提供をしています。協
力医、訪問看護師、職員間の連携を密
にし、利用者を支援しています。

外泊・外出・外食など可能な限り自由
に楽しんでもらっている。

運営推進会議では町内の方・地域包括
センターの職員にも参加してもらって
いる。訪問マッサージや訪問歯科によ
る定期検診等行っている。

日常の中で気付きや改善点等あれば、
ご意見ノートに記入し全員で意見交換
し必要に応じアセスメントを行いケア
の向上に努めている。また定期的にモ
ニタリングを行い現状に即した介護計
画作成を行っている。

職員は入居前アセスメントにて作成を
行い、介護計画の目標を共有していま
す。モニタリング評価表を３ヶ月に１
回カンファレンスを開催して、医療情
報・家族の要望などを盛り込んで介護
計画の見直しを行っています。

排泄や食事記録だけでなく、発した言
葉や表情なども記録し特に変化があっ
た場合などは申し送り情報を共有して
いる。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

緊急時のマニュアルを作成し、周知徹
底を図っている。また体調・状態の変
化に応じて定期的に話し合いを繰り返
し行っている。

マニュアルを作成し定期的に利用者と
共に避難訓練を実施している。運営推
進会議を通して地域にも協力を呼びか
けている。

夜間想定を含む、年２回の避難訓練を
行っています。１回は消防署の協力を
得ています。自治会々長に訓練の報告
をしているほか、地域の消防訓練に参
加をし、協力体制を築いています。備
蓄品についてはリストを作り、それぞ
れの居室で保管をしています。

入院時には介護サマリーを作成し、普
段の様子等伝えている。それぞれのか
かりつけ医もすぐわかるよう一覧表に
してある。

早い段階で本人家族と話し合い、ホー
ムで出来ることを十分に説明しながら
方針を共有している。本人が安楽に終
末期を迎えられるよう支援に取り組ん
でいる。

重度化や看取りの対応については、入
居時に説明し、同意を得ています。そ
の後、重度化と医師の判断があった場
合には、再度家族と話し合い、方針を
共有しています。終末期のケアを事業
所で行い、最期は自宅に戻り、家族が
看取った事例があります。

変化時やアドバイスが必要な時はメモ
や連絡ノートに記録し訪看時に伝えら
れるようにしている。そしてNｓからD
ｒへの上申により適切な受診や看護が
受けられるよう支援している。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

定期的に季節の行事メニューを採用し
たり、出前・外食の日を設け本人に食
べたい物を聞いている。個々のレベル
に合わせ、調理・片付けなど一緒に
行っている。

食材の配達と献立は業者委託で、調理
は職員がしています。調理、配膳・下
膳、食器拭きなど利用者が手伝ってい
ます。プランターで野菜を育て、収穫
物を食材として活用していま す。月１
回は利用者の要望を聞きながら外食や
出前を楽しんでいます。

基本的な一日の流れはあるが、一人ひ
とりのペースを大切にし、又その日の
体調により自由に過ごしてもらってい
る。

清潔面での見守りを行い、可能な限り
自由に衣類を選び着替えていただき、
希望により鏡、化粧品など自由にお部
屋においている。

年長者として敬意を払い言葉遣いや言
い方に配慮している。

利用者にとって心地よい声かけを心が
けています。慣れ合いになり尊厳を傷
つけていないか職員同士で注意をし合
うようにしています。職員の気になる
声掛けがある時は管理者が注意喚起を
促しています。研修や会議でも意識の
向上に努めています。

普段から一人ひとりに合った声掛けを
行い傾聴し、本人が自己決定できるよ
うな言葉掛けを行っている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

排便チェック表を活用し、便秘の方に
は牛乳を提供したり水分摂取を促した
りし対応している。

入浴を拒む方への声掛け・体調や気分
にも対応し、一人ひとりに合わせた入
浴を行っている。

３日に１回のペースで入浴しています
が、利用者の意向や毎日のバイタル
チェックにより、利用者の体調に応じ
て入浴日を調整しています。入浴中、
一人でゆったりと入ってもらうような
時間も職員は意識してつくるよう配慮
しています。

毎食後口腔ケアの声掛けをし、個々に
合った口腔ケアの支援を行っている。
希望者には訪問歯科受診を利用してい
ただいている。

一人ひとりの排泄パターンを把握し、
介助が必要な方には定期的に声掛けを
行っている。

トイレでの排泄を基本に、一人ひとり
のパターンを把握し支援しています。
排泄の自立度の高い利用者が多いです
が、観察やさりげない定時声掛けなど
しています。職員の適切な支援で布パ
ンツに変更し、トイレで排泄ができる
ようになった改善事例があります。

管理栄養士が作成した配食サービスを
利用している。個々に合わせた食事形
態で提供している。
食事量・水分量を記録により把握管理
している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

本人の管理が困難な場合はホームで預
かり、買い物時にご自分で支払ってい
ただくなど行っている。

個々の生活暦・会話の中での情報を元
にレクリエーションや家事・散歩・買
い物等の支援を行っている。

個々のレベルに合わせて外出支援を
行っている。ホームの車でのドライブ
や家族との外出も自由にやっていただ
いている。

近所のコンビニエンスストアへ買い物
に行ったり、職員が業務で外出すると
きに利用者も同行したりしています。
毎月、外食で外に出る機会があるほ
か、初詣、花見といった季節の外出も
しています。家族の協力を得た個別の
外出も自由です。

一人ひとりの生活リズムや体調に合わ
せ自由に休息が取れる環境をつくって
いる。

服薬表を個々で作成し、一人ひとり何
を内服されているか分かるようになっ
ている。服薬時は、本人に手渡し飲み
残し等ないよう確認している。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

使い慣れた家具や写真を飾ったりして
本人が居やすい居室になるよう工夫し
ている。

居室にはエアコン、カーテン、クロー
ゼットを備え付けています。入居時
に、使い慣れた家具や布団、好みの飾
り物など持ち込んでもらい、心地よく
過ごしてもらっています。居室担当職
員が中心に、整理整頓や衣類の入れ替
えなど支援をしています。

安全に歩行できるよう個々に応じた靴
の選択を行っている。手すりをつけ自
立歩行を実施、皆が行き来するフロア
は動線の確保をしている。テーブルの
配置等工夫している。

季節に合わせた壁飾りや観葉植物を置
く等配慮している。冬期は乾燥防止の
為加湿器や濡れタオル等を利用してい
る。

共用空間の空調は利用者の様子を見な
がら調整し、居心地良くしています。
冬場の乾燥対策として加湿器や濡れタ
オルを利用しています。季節に合わせ
た貼り絵など利用者と作り、展示して
います。時にはリビングでレクリエー
ションを行い、利用者同士が関わりを
持てるようにしています。

リビングには個人の決まった席もある
が、ベンチやソファも配置し好きなと
ころに座ってもらい自由に過ごせるよ
うにしている。

家族や知人からの電話は本人に取り次
ぎ、手紙は本人に渡している。
年賀状を出せるよう支援している。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 グループホーム　シエル　西横浜

 ユニット名 ２階フロア

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム　シエル西横浜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

業務中でも見える所（事務所前）に掲
示しており、日常的に実践できるよう
努めています。

町内会、商店会に加入し行事のお声掛
けを頂き参加しています。また、近隣
の保育園との交流を月に１回程度行っ
ています。

見学は随時受付けており相談も承りま
す。区の認知症研修に協力し、研修の
場として提供することもあります。近
隣に利用者様と買物や散歩、外食に行
き、挨拶を交わしたりすることで認知
症の方への理解や支援を伝えていま
す。

２ヶ月に１度、利用者様、ご家族、町
内会長、地域包括の主任ケアマネー
ジャーをお招きし意見交換を行なって
います。意見交換で出た内容をサービ
ス向上に生かせるよう努めています。

年に１度は西区役所と西区グループ
ホームの管理者との話し合いを設けて
います。また、生活保護担当の方とは
適宜連絡をとっています。
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グループホーム　シエル西横浜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

スタッフで検討のうえ、やむを得ず身
体拘束を行なう場合、ご家族へ説明、
ご理解を頂いた上で行なっています。
また、適宜見直しを行い、拘束のない
ケアをめざしております。玄関は、集
合住宅の為防犯上施錠しています。

研修の参加、研修レポートの回覧によ
り、虐待防止の理解に努めています。
また、スタッフ間で心身の健康が保た
れているか気にかけるようにしていま
す。

研修等で学ぶ機会を持ち、利用者様の
立場に立ち、必要な制度を活用できる
よう支援しています。

管理者は、書面や家族会の時など必要
に応じ、十分な説明を行い理解、納得
を得られるよう努めています。

面会時やお電話をいただいた時、家族
会等で話しやすい雰囲気作りに努め、
ご意見、ご要望を随時承っています。
また、うかがったご意見ご要望を運営
に反映できるよう努めています。
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グループホーム　シエル西横浜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

自由に意見や提案を記入できる「ご意
見ノート」や月に１度のミーティング
で職員の意見や考えを伝える場があ
り、運営に反映させています。

勤続年数の長い職員が多くいます。有
給休暇や希望休をとることができ働き
やすい環境の整備に努めています。

法人内外の研修があり、どの職員も研
修を受ける機会があります。資格手当
てもあり、働きながらトレーニングを
していくことを薦めています。

横浜市のグループホーム連絡会に加入
ており、ホーム間の交換研修、勉強会
に参加し、サービスの質の向上をさせ
ていく取り組みをしています。

ご本人のお話をうかがうとともに、日
常会話や表情、行動からも把握できる
よう努めています。また、ご家族から
の情報も参考にし、安心できる環境に
つなげています。
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グループホーム　シエル西横浜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

話しやすい雰囲気作りを行い、ご家族
の話をよく聴き信頼関係作りに努めて
います。

ご本人、ご家族の悩みや希望をうかが
い、今必要としているサービスを見極
めて紹介するなど対応しています。
（ホームで実施している、訪問マッ
サージ、歯科往診、理美容も希望をう
かがっています。）

日々の生活の中で、利用者様の気持ち
の把握に努め、一緒に食事や雑談、レ
クレーション、行事を行い生活を共に
している関係を築いています。

月に１度、書面でのご様子と共に写真
をお送りしています。面会時やお電話
の際もご様子をお伝えしています。お
散歩や外食等、ご家族と利用者様で行
かれる事もあります。クリスマス会に
はご家族にもお声をかけ参加していた
だいております。

面会や外出は自由にしていただき、関
係継続の支援を行なっています。
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グループホーム　シエル西横浜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

利用者様の性格の理解に努め、また耳
の遠い方や会話がしにくい方（会話の
成立が難しい等）の間にスタッフが入
り、孤立しないよう利用者様同士の関
わり、支えあいができるよう支援して
います。

必要に応じて相談、支援に努めます。

日々の中での表情や言動から、個々の
思いや希望を把握するよう努めていま
す。

入所前の面談にて、これまでの暮らし
の把握に努め、その方の暮らしぶりを
理解した上で入所して頂いてます。

生活記録を参考に生活リズムの把握を
しています。残存能力で出来る事を無
理のない範囲で取り組んでいただいて
います。また、スタッフ同士で常に情
報を共有して現状把握に努めていま
す。
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グループホーム　シエル西横浜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

３ヶ月に１度モニタリングを実施し、
職員が課題やケアのあり方について話
し合います。利用者様の変化に対応し
た介護計画の作成を行なっています。

個別の記録があり、日々の様子や気づ
き、言動なども記入します。重要なこ
とは、申し送りの欄に記載し見やすく
なっています。また、改善点について
は、「ご意見ノート」に記入し、ミー
ティングを通して介護計画の見直しに
活かしています。

可能な範囲なりますが、臨機応変に対
応しています。（ご家族が付き添えな
い場合の受診の検討・ホームドクター
以外の往診の対応など）

ボランティアの受け入れをしていま
す。体操や、民謡、傾聴ボランティア
の方にお越し頂き利用者様に楽しんで
いただいています。

かかりつけ医は、ご利用者様、ご家族
の希望の病院にしていただいていま
す。ホームＤｒ．看護師と連携をと
り、必要に応じて専門の病院への受診
を検討するなど、適切な医療を受けら
れるよう支援しています。
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グループホーム　シエル西横浜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

週に１度訪看日があります。「診療記
録」に報告や相談したい事を記入して
おき、指示や助言を受けています。必
要に応じ医師への上申もしていただ
き、利用者様が元気でいられるよう支
援しています。

サマリーの提供や早期退院に向けての
情報提供や相談を行ないます。

早い段階から、事業所でできる支援で
きない支援をお伝えし、ご家族の希望
をうかがっています。あわせて、Ｄ
ｒ．看護師からのアドバイスも伝え、
ご理解を頂いた上で支援に努めていま
す。

緊急時マニュアル（フアィル）があり
事務所の目に付くところにあります。
また、救急車要請の対応は、事務所内
に掲示しています。

定期的に防災訓練を行なっています。
町内会にも協力いただける体制をとっ
ています。緊急時マニュアルに災害時
の対応もあり、職員がいつでも目を通
せるようになっています。
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グループホーム　シエル西横浜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

個々の人格を尊重し、誇りやプライバ
シーに配慮した声掛けや対応を心がけ
ています。

利用者様の気持ちに寄り添い、自己決
定できるようなお声掛け（理解いただ
けるような話し方、言葉選び、場合に
より選択肢を作る）を行い働きかけて
います。

利用者様がどのようにしたいのかを考
え、利用者様のペースにあわせて支援
しています。（食事の時間をずらす、
午睡の時間を延ばす、入浴日の変更
等、その日のご様子により対応してい
ます。）

その人らしい身だしなみ、おしゃれを
楽しんでいただけるよう支援していま
す。（洋服選び等）ご家族からうか
がった好みも参考にしています。

個々にあった食事形態を把握し、美味
しく召し上がれるよう支援していま
す。できる方には一緒にお手伝い（台
拭き、お茶入れ、もやしのひげとり、
食器拭き等）を行い、職員も一緒に食
事を摂っています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価
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価
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外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

個々の食事量、水分量を記録を参考に
し、１日を通して確保出来るよう支援
しています。必要に応じ、Ｄｒ．看護
師、ご家族に相談の上「経腸栄養剤」
（エンシュア）を摂取し栄養摂取がで
きるよう努めています。

毎食後、個々にあった方法で口腔ケア
をしていただき、難しいところやでき
ない方はお声掛けや介助（歯間ブラ
シ、舌みがき等）にて支援しておりま
す。

個々の排泄パターンを理解し、出来る
限りトイレでの排泄を支援していま
す。オムツの方も必要に応じトイレに
座っていただいています。（排便時
等）夜間、ポータブルトイレを使用さ
れる方もおり、個々にあった支援をし
ています。

野菜の多い食事を取り入れ、水分を多
く摂取できるよう努めています。排泄
チェック表を活用し、場合によりＤ
ｒ．看護師に相談し対応しています。
（内服の相談等）

入浴前にはバイタルを測定し体調の確
認をしています。利用者様の希望、タ
イミングにあわせ入浴していただいて
います。無理のない範囲で利用様の好
み（温度、入浴している時間）で入浴
していただけるよう努めています。
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価
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価
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外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

個々の生活習慣を理解し、安眠、休息
できるよう支援しています。午睡も利
用者様の生活リズムにあわせ休んでい
ただいてます。

服薬表をみて個々の内服薬について理
解に努めています。（ファイルにあ
り、内服の変更も把握しやすくなって
います。）内服時は、落薬や口腔内に
薬が残っていないか確認します。

利用者様の性格や好み、得意なことを
理解し、役割（お手伝い）や楽しいと
感じてもらえること（レクレーション
等）を提供し支援しています。

気候の良い時期には、お花見やドライ
ブを計画します。近隣へのお散歩やお
買い物にでかけることもあります。ま
た、外食の日もあります。

ご自分で管理出来る方はお金を所持
し、職員と共に買物に行かれることも
ありますが、ほとんどの方は、お預か
りしています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

利用者様の使用していた物やご家族に
お任せし、居心地よく過ごせるように
配慮した居室になっています。

居室、トイレ、洗面所に札をつけわか
りやすくしています。狭いながらも車
椅子の方が多いので、動線を考慮した
席にしています。フロア全体は目が行
き届き、皆さんが安全に自立出来るよ
う工夫しています。（手すりの設置
等）

特に制限無く支援しています。毎年一
緒に年賀状を作成し、ご家族にお送り
しています。

快適な温度湿度を保ち、臭いにも気を
つけています。カレンダーや季節に
合った壁紙を作り掲示しています。撮
影した写真も掲示しています。季節を
感じながら穏やかに過ごせるよう配慮
した空間作りを心掛けています。

狭い空間ですが、ソファー、ベンチの
設置があります。１人になれたり、利
用者様同士で過ごせるように配慮して
います。歌の好きな方は、テレビ前
で、歌のＤＶＤをご覧になることもあ
ります。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

地域と利用者のつながりの不足 利用者が地域の一員として生活する。 利用者、職員が地域の定期清掃に参加

６ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

2019年度
目標達成計画

事業所名　グループホーム　シエル　西横浜

作成日：　２０２０年　６月　１９日


